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２．関連する事業・計画等の概要

泡瀬地区には、環境の保全・創造や海岸整備、まちづくり等に関する上位計画があり、

計画の概要をそれぞれ以下に整理する。なお、当該地区の海岸整備にあたってはこれら計

画との整合を図りながら進めていく。

(1/2)

上位関連計画 計画の概要

「人・未来・世界を結ぶ海洋都市。マリンシテ中城湾港泡瀬 ○泡瀬地区の開発コンセプト：

ィ泡瀬」地区開発事業

「国際性 「海洋性 「市民性」○キーワード： 」、 」、

「中城湾港泡瀬地区（東部海浜開発計画）は、中城湾の○開発の基本方針：

静穏な海域を生かし“国際性 “海洋性 “市民性”を備え、海に開かれた国” ”

際交流リゾート拠点（マリンシティ）を目指します。

「情報・教育・文化の拠点形成 「国際リゾート拠点の形○開発事業概要： 」、

成 「環境と共生する港湾空間の形成 「海洋性レクリエーション活動拠点」、 」、

の形成」

＜本事業における環境保全対策等（比屋根湿地、背後地域等関連抜粋）＞

（中城湾港(泡瀬地区)公有水面埋立事業に係る環境影響評価書（平成12年 ））

・自然環境に係るものとして、比屋根湿地の保護並びにその前面の沿岸干潟

域の海水流動や水質等の水環境の保全に悪影響が及ばないよう、沖縄市や県

、 。文化環境部等の関係機関と連携して その保護・保全に万全の対策を講じる

・水質の予測評価では、下水道計画を考慮し、平成 年時点に下水道処理区18
域に入っている区域の汚水についてはすべて下水処理されるものとして淡水

流入量の設定が行われている。また、背後地域の下水道整備については、関

係機関に対して水路部背後地域が優先的に促進されるよう努める。

・水路部及び埋立地周辺に残される干潟については、鳥類や海生生物の生育

・生息場所として将来にわたって保全する必要があることから、干潟機能や

生物の生息状況についてより良い干潟環境の創造に努める。

・干潟域の造成及び干潟域と一体的に野鳥園の整備を計画する。

・埋立地の西側は、内海のマングローブ湿地及び沖縄総合運動公園東側の鳥

類の主な分布域があり、かつ、トカゲハゼの生息地も存在することから、干

潟生物や野鳥等の学習・観察ができる環境教育の場・人と自然とのふれあい

活動の場を整備する。

(2/2)

上位関連計画 計画の概要

沖縄県環境基 ○環境配慮指針（沖縄島中部圏域）

・下水道未整備区域では、家庭、事業場、畜舎等による排水で河川や海域を本計画

、 。（平成15年） 汚さないよう､合併処理浄化槽等を設置するなど 排水の適切な処理に努める

・堤防や護岸の設置等においては、生態系の撹乱、親水性の低下や景観の悪

化を生じさせないよう、事業実施の場所、規模、構造、施行方法等について

細心の注意を払う。

琉球諸島沿岸 ○海岸の保全に関する事項

・地域の特長を活かす海岸保全施設の再整備海岸保全基本

・生物に配慮した海岸保全施設整備の推進計画

・自然景観に配慮した海岸保全施設整備の推進（平成15年）

・海岸環境保全のための規制措置と環境教育の推進

・利用者に配慮した海岸保全施設整備の推進

・市町村が主体となった海岸管理の推進

・地域住民の参画と情報公開

「自然環境共生ゾーン 「緑の拠点」沖縄県都市計 ○泡瀬地区の位置づけ： 」

「商業地 「住宅地 「緑地 ：既成市街地との連携画（平成12年） ○都市計画区域： 」 」 」

「新たな海洋性リゾート拠点の整備 「クルーズ観沖縄県観光振 ○泡瀬地区の位置づけ： 」、

光拠点の整備 「滞在型・参加型観光の促進 「体験型観光の推進」興計画 」、 」、

(平成14年月）

沖縄市第三次 ○泡瀬地区の位置づけ

「国際的な交流リゾートコアと軸の形成を目指す ：海浜地区は東部海浜開振興計画 」

発計画により、マリンシティとして国際的な交流リゾートの一大拠点を形成(平成14年）

することが期待され、中心市街地と海浜地区を結ぶ県道20号は重要な役割を

担い、国際軸として「国際文化観光都市」沖縄市の象徴的空間へ整備する。

「地域資源を生かした潤いのあるまちを創る ：市街地からの眺望を考慮し」

国際交流拠点リゾートを象徴する景観形成を調査研究する一方、海から見え

る海浜緑地や斜面緑地の修景、市街地の夜景等の魅力ある景観の創出を検討

する。

○地区別振興計画

「新たな生活空間を創造する臨海回遊地区 ：臨海地区としての特性を最大」

限に生かし、東部海浜開発プロジェクト等の海浜レクリエーションゾーンの

整備を推進するとともに、中城湾港新港地区や泡瀬漁港等の機能を拡充して

、 。産業振興を図り それぞれの機能をネットワークする回遊空間の形成を図る

沖縄市第二次 ○泡瀬地区の位置づけ

「栽培漁業施設の整備推進 ：泡瀬地区埋立計画の代替による、海洋研究施水産業振興基 」

設、栽培漁業施設の用地確保。この活用による中城湾港を再び豊かな漁場と本計画

して整備し、海業としての産業の確立を行う。(平成12年）

沖縄市緑の基 ○泡瀬地区の位置づけ

「緑のスクエア／緑のトライアングルゾーン（海辺のゾーン ：海辺の貴重本計画 ）」

な自然環境を守り、楽しむとともに、整った都市基盤を生かして潤いのある(平成12年)

緑の環境作りに取り組んでいくゾーン
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